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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年２月期第１四半期の業績（平成23年２月21日～ 平成23年５月20日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成24年２月期第１四半期 58,961 △1.9 △ 551 － △ 497 － △ 1,235 －
平成23年２月期第１四半期 60,082 △5.3 △ 814 － △ 915 － △ 595 －

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

平成24年２月期第１四半期 △ 65  82 －
平成23年２月期第１四半期  △ 31  71  －

 
（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

平成24年２月期第１四半期 106,789 18,427 17.2  980 05 
平成23年２月期 108,779 19,999 18.4  1,064 70 

（参考） 自己資本      平成24年２月期第1四半期  18,392百万円    平成23年２月期 19,981百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第1四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

平成23年２月期 － 0  00 － 13  00 13  00
平成24年２月期  －  

平成24年２月期(予想)  0  00 － 10  00 10  00

(注) 当四半期における配当予想の修正の有無 ： 無 

     平成23年２月期 期末配当金の内訳          普通配当 10円   特別配当 3円 

     平成24年２月期（予想）期末配当金の内訳   普通配当 10円 

 
３．平成24年２月期の業績予想（平成23年２月21日～ 平成24年２月20日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

第２四半期(累計) 

通      期 

127,350
257,800

1.9 
1.2 

100
3,300

－
11.2

△30
3,030

－
8.8

△950 
900 

－ 
△27.9 

△50  62
47  95

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 



 

 

４．その他  （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 

② ①以外の変更 ： 無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更の有無となります。 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 平成24年２月期１Ｑ 18,787,619株 平成23年２月期 18,787,619株

② 期末自己株式数 平成24年２月期１Ｑ 20,866株 平成23年２月期 20,341株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 平成24年２月期１Ｑ 18,767,174株 平成23年２月期１Ｑ 18,765,696株

 
 
 
※四半期レビュー手続の実施に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条

件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する

定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期における九州経済は、各種の政策効果や海外経済の改善などを背景に企業収益が回復

し景気の持ち直しが見られつつあったものの、東日本大震災の発生以降、景気の先行きは不透明な状

況となり、お客さまの生活防衛意識が強まったことで、当社を取り巻く環境は厳しいものとなりまし

た。 

このような状況の下、当社は新たな店舗展開を進めるとともに、お客さま満足の向上に向けた商品

の販売やサービスの提供を行うなど、重点取り組み事項を積極的に推進してまいりました。一方で、

個人消費の落ち込みなどによる厳しい経営環境のなか、ローコスト経営に継続的に取り組むことで収

益の改善を図りました。 

 

＜業績全般の概況＞ 

 当第１四半期の営業収益は 589 億 61 百万円（前年同期比 1.9％減）となりました。 

商品の値入率改善や売価変更の削減などによる売上総利益率の向上と設備費を中心とした経費削減

により収益が改善したものの、第１四半期の売上構成比が年間でも低い期間となることもあり、営業

損失については５億 51 百万円（前年同期に比べ２億 63 百万円改善）となりました。 

経常損失は４億 97 百万円（前年同期に比べ４億 18 百万円改善）、四半期純損失は資産除去債務に関

する会計基準の適用に伴う影響額６億 12 百万円の計上などにより 12 億 35 百万円（前年同期に比べ６

億 40 百万円減益）となりました。 

 

＜当第１四半期の主な取り組み＞ 

・総合スーパー（ＧＭＳ）の「ジャスコ」「サティ」の店舗名称を、2011 年３月１日（火）より「イ

オン」に統一し、販促活動やサービス面も含め、お客さまに分かりやすい店づくりに努めました。 

・イオングループのデベロッパー会社であるイオンモール㈱のショッピングセンター「イオンモール

大牟田（福岡県大牟田市）」内に、核店舗として「イオン大牟田店」をオープンいたしました。 

・店舗周辺の環境変化や、多様化するお客さまのニーズに対応するため、「イオン大野城店（福岡県大

野城市）」では売場の見直しを図り、改装オープンいたしました。 

・昨年より専門店化を進めている「イオンサイクルショップ」の展開拡大に努め、当第１四半期に福

岡市・福岡県久留米市・福岡県大牟田市・熊本県熊本市・宮崎県都城市に新たに計５店舗を出店し、

合計で 14 店舗となりました。 

・「吸汗速乾」や「消臭」「抗菌防臭」などの機能を備えたイオンのプライベートブランド「トップバ

リュ クーリッシュファクト」では、節電しながら快適に夏を過ごしていただくため、インナーに加

えて、パジャマ・ドレスシャツ・寝具を販売するなど展開を強化いたしました。 

・九州新幹線全線開業を記念し、九州旅客鉄道株式会社・マックスバリュ九州株式会社と、九州の素

材を使用した食品や、鉄道グッズなどの共同企画商品を開発し、店頭販売を開始いたしました。 

・お客さまのお買い物の利便性向上のためイオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の販売に継続的に取り組

むとともに、地域ＷＡＯＮとして「おおむた大蛇山ＷＡＯＮ」「阿蘇千年の草原ＷＡＯＮ」の販売を

開始しました。 

・東日本大震災の発生を受け、被災された地域の復興支援のため店頭や事業所にて募金活動を実施し、

お客さまからお預かりした募金と当社からの拠出金を合わせ、95百万円を被災された地域の自治体
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にお届けいたしました。なお、イオングループ全体での支援総額は 50 億円を超えております。 

・お買い上げいただいた商品のレシートをお客さまに投函いただくことで、お買い上げ金額の１％を

イオンが拠出し、被災地の復興支援に役立てていただく「がんばろう日本！黄色いレシートキャン

ペーン」を行いました。 

 

(２) 財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

【資産】 

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて19億89百万円減少し、1,067億89百万円

となりました。これは主に未収入金の減少（前事業年度末日が金融機関の休日であったため）による

ものであります。 

【負債】 

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて４億17百万円減少し、883億62百万円

となりました。これは主に短期借入金は増加しましたが、買掛金及び預り金が減少（前事業年度末日

が金融機関の休日であったため）したことによるものであります。 

【純資産】 

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて15億72百万円減少し、184億27百万

円となりました。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に

比べ16億６百万円減少し、当第１四半期会計期間末には31億29百万円となりました。 

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。 

【営業活動によるキャッシュ･フロー】 

営業活動による資金の減少は53億55百万円(前年同四半期は77億83百万円の資金の減少）となりまし

た。これは主に、未収入金の減少額13億70百万円、減価償却費12億57百万円、資産除去債務会計基準

の適用に伴う影響額６億12百万円等の増加要因に対し、仕入債務の減少額33億29百万円、テナント等

からの預り金の減少額28億66百万円、法人税等の支払額15億79百万円、税引前四半期純損失12億８百

万円等により、資金が減少したためであります。 

前年同四半期対比では、仕入債務の減少額が減少したこと等により24億28百万円支出減少となりま

した。 

【投資活動によるキャッシュ･フロー】 

投資活動による資金の減少は４億41百万円（前年同四半期は７億95百万円の資金の減少）となりま

した。これは主に、預り保証金の受入による収入２億38百万円等により資金が増加したのに対し、有

形固定資産の取得による支出３億85百万円、預り保証金の返還による支出３億24百万円等により、資

金が減少したためであります。 

前年同四半期対比では、有形固定資産の取得による支出の減少、預り保証金の受入による収入増に

より３億54百万円の支出減少となりました。 

【財務活動によるキャッシュ･フロー】 

財務活動による資金の増加は41億90百万円（前年同四半期は82億50百万円の資金の増加）となりま
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した。これは主に、長期借入金の返済により21億64百万円資金が減少しましたが、短期借入金の純増

加により66億円資金が増加したためであります。 

前年同四半期対比では、有利子負債の削減に努め40億60百万円の収入減少となりました。 

 

(３) 業績予想に関する定性的情報 

第１四半期の業績は、概ね計画どおりに推移しており、2011年４月５日に発表いたしました第２四

半期累計期間及び通期の業績予想から変更はありません。 

 

 

２．その他の情報 

(１) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(２) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３

月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20

年３月 31 日）を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失は、それぞれ 16 百万円増加しており、税引前四半期純損失は６

億 28 百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 12 億

29 百万円であります。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末 
(2011年５月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2011年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,129 4,735

受取手形 61 107

売掛金 1,337 1,119

商品 23,001 23,175

その他 6,930 8,098

貸倒引当金 △12 △15

流動資産合計 34,448 37,221

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 34,832 34,221

その他（純額） 14,272 13,931

有形固定資産合計 49,105 48,152

無形固定資産 148 145

投資その他の資産   

差入保証金 16,187 16,160

その他 6,909 7,109

貸倒引当金 △9 △10

投資その他の資産合計 23,087 23,260

固定資産合計 72,341 71,558

資産合計 106,789 108,779

負債の部   

流動負債   

支払手形 2,509 2,451

電子記録債務 2,907 －

買掛金 17,870 24,165

短期借入金 12,500 5,900

1年内返済予定の長期借入金 3,414 4,968

コマーシャル・ペーパー 5,000 5,000

未払法人税等 75 1,657

賞与引当金 1,110 703

その他 14,166 15,674

流動負債合計 59,554 60,522

固定負債   

長期借入金 16,975 17,585

退職給付引当金 62 28

資産除去債務 1,229 －

その他 10,541 10,643

固定負債合計 28,808 28,257

負債合計 88,362 88,780
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(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末 
(2011年５月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2011年２月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,144 3,144

資本剰余金 9,192 9,192

利益剰余金 5,259 6,738

自己株式 △38 △36

株主資本合計 17,558 19,038

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 834 942

評価・換算差額等合計 834 942

新株予約権 34 18

純資産合計 18,427 19,999

負債純資産合計 106,789 108,779
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(2) 四半期損益計算書 
【第１四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年５月20日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2011年２月21日 
 至 2011年５月20日) 

売上高 56,392 55,312

売上原価 41,586 40,555

売上総利益 14,806 14,757

その他の営業収入 3,689 3,648

営業総利益 18,496 18,406

販売費及び一般管理費 19,310 18,957

営業損失（△） △814 △551

営業外収益   

受取利息 19 17

受取配当金 15 15

テナント退店違約金受入 － 36

補助金収入 － 49

その他 20 32

営業外収益合計 55 151

営業外費用   

支払利息 110 81

その他 45 16

営業外費用合計 156 97

経常損失（△） △915 △497

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失   

固定資産除売却損 2 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 612

その他 － 101

特別損失合計 2 713

税引前四半期純損失（△） △918 △1,208

法人税、住民税及び事業税 50 58

法人税等調整額 △373 △31

法人税等合計 △323 26

四半期純損失（△） △595 △1,235
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年５月20日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2011年２月21日 
 至 2011年５月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △918 △1,208

減価償却費 1,420 1,257

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 612

賞与引当金の増減額（△は減少） 583 406

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 33

受取利息及び受取配当金 △34 △33

支払利息 110 81

有形固定資産除売却損益（△は益） 2 －

売上債権の増減額（△は増加） △186 △173

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,532 164

未収入金の増減額（△は増加） △925 1,370

仕入債務の増減額（△は減少） △5,389 △3,329

預り金の増減額（△は減少） △2,947 △2,866

その他 △281 31

小計 △7,035 △3,653

利息及び配当金の受取額 20 18

利息の支払額 △162 △141

法人税等の支払額 △606 △1,579

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,783 △5,355

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △654 △385

差入保証金の差入による支出 △15 △65

差入保証金の回収による収入 60 107

預り保証金の受入による収入 88 238

預り保証金の返還による支出 △223 △324

長期前払費用の取得による支出 △26 －

その他 △24 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー △795 △441

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,200 6,600

長期借入れによる収入 4,300 －

長期借入金の返済による支出 △3,062 △2,164

自己株式の増減額（△は増加） △0 △1

配当金の支払額 △187 △243

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,250 4,190

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △329 △1,606

現金及び現金同等物の期首残高 4,228 4,735

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,898 3,129
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(４) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(５) セグメント情報 

１．セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社は、衣料品、食料品、住居余暇関連商品等を販売する小売事業を展開しており、販売する商品

及び販売形態により、「総合小売事業」「ホームセンター事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。 

「総合小売事業」は、衣料品、食料品、住居余暇関連商品など全般を販売しており、「イオン」の店

名で運営する総合スーパー（ＧＭＳ）と「イオンスーパーセンター」の店名で運営するディスカウン

トストア（ＤＳ）を展開しております。 

「ホームセンター事業」は、建材、園芸用品、ペット関連商品などを販売しており、「ホームワイド」

「スーパーワイドマート」の店名でホームセンター（ＨＣ）を運営しております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   当第１四半期累計期間（自 2011 年２月 21 日 至 2011 年５月 20 日） 

（単位:百万円） 

報告セグメント  

総合小売 

事業 

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 

事業 
計 

その他 

（注 2） 
合計 

調整額 

（注 3） 

四半期損
益計算書
計上額 

(注 4) 

売上高    

外部顧客への売上高 48,565 6,600 55,166 146 55,312 － 55,312

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － － －

計 48,565 6,600 55,166 146 55,312 － 55,312

セグメント利益又は 

損失（△） （注 1） 
532 △ 14 517 △24 493 △1,044 △ 551

(注) 1. セグメント利益又は損失（△）は、社内管理利益によっております。 

2. 「その他」の区分は、総合小売事業とホームセンター事業に属さない販売形態の店舗で、

現在は「イオンサイクルショップ」の店名でサイクル専門店を展開しております。 

3. セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部

門の一般管理費であります。 

4. セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

①報告セグメントごとの固定資産の減損損失については、重要性が乏しいため記載を省略しており

ます。 

②のれん等に関する情報については、該当事項はありません。 
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（追加情報） 

当第１四半期会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第 17 号 

平成 21 年３月 27 日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日)を適用しております。 

 

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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